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は
じ
め
に

「
僕
は
失
敗
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
都
庁
は
全
部
成
功
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

建
築
の
部
分
に
関
す
る
能
力
が
僕
ら
に
は
ま
だ
足
り
な
か
っ
た
。
建
築
の
総
体
は
い
ろ
ん
な
部
分
の
支
え
で

で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
部
分
の
部
材
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
ね
。『
部
分
の
真
実
』
に
支
え

ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
建
築
は
虚
構
と
な
っ
て
全
体
が
瓦
解
す
る
。
丹
下
さ
ん
に
は
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、
当

時
は
こ
の
『
部
分
の
真
実
』
が
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。」（
ⅰ
）

大
谷
幸
夫
　
旧
東
京
都
庁
舎
の
設
計
を
振
り
返
っ
て
の
コ
メ
ン
ト
　
二
〇
〇
六

建
築
家
で
あ
る
大
谷
幸
夫
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
は
、
同
大
学
建
築
学
科
丹
下
健
三
研
究
室
の
創
設
当
時

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
丹
下
研
在
籍
時
に
広
島
平
和
記
念
公
園
、
旧
東
京
都
庁
舎
、
電
通
大
阪
支
社
の
設
計

を
担
当
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
大
谷
は
竣
工
し
た
旧
都
庁
舎
の
鉄
製
ル
ー
バ
ー
に
大
量
の
錆
が
発
生
し

た
問
題
を
振
り
返
り
、「
部
分
の
真
実
」
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
率
直
に
告
白
し
て
い
る
。
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大
谷
は
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
「
部
分
の
真
実
に
支
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
虚
構
と
し
て
の
全
体
は
瓦
解
す

る
」（
ⅱ
）
と
い
う
言
葉
を
引
き
な
が
ら
、
全
体
と
部
分
を
考
察
し
て
き
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
大
谷
は
現
代

都
市
の
部
分
で
あ
る
建
築
、
さ
ら
に
建
築
の
部
分
を
構
成
す
る
部
材
、
そ
れ
ら
を
関
係
づ
け
る
文
法
（
デ
ィ

テ
ー
ル
）
を
一
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
「
部
分
の
真
実
」
に
拘
泥
し
た
、
と
も
い
え
よ
う
。

本
書
は
、
丹
下
研
究
室
、
U
R
T
E
C
が
設
計
・
監
理
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
の
中
か
ら
典
型
的

な
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
を
十
一
個
ほ
ど
抽
出
し
、
そ
れ
ら
が
建
設
に
至
っ
た
社
会
背
景
・
設
計
意
図
・
設

計
過
程
（
構
法
と
材
料
の
選
択
）・
現
場
変
更
・
改
修
工
事
・
解
体
工
事
を
追
っ
た
。
ま
た
時
代
区
分
か
ら
本
書
を

捉
え
る
と
、
一
九
四
〇
年
代
末
か
ら
一
九
八
〇
年
代
ま
で
、
戦
災
復
興
・
高
度
経
済
成
長
・
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
・
バ
ブ
ル
経
済
期
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
を
扱
う
が
、
こ
の
間
、
日
本
の
建
設
産
業
は
劇
的
に
高
度
化
し
、

海
外
進
出
を
果
た
す
ま
で
成
長
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
丹
下
に
よ
る
建
築
の
つ
く
り
方
や
素
材
観
も
著
し
く

変
化
し
た
。

本
書
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
支
え
る
の
は
、
冒
頭
の
大
谷
の
コ
メ
ン
ト
に
代
表
さ
れ
る
設
計
者
の
意
図
と
デ
ィ

テ
ー
ル
の
ず
れ
、
施
工
報
告
書
に
記
さ
れ
た
数
値
、
メ
ー
カ
ー
の
納
品
記
録
、
竣
工
直
後
の
雑
誌
に
記
さ
れ

た
構
造
・
設
備
協
働
設
計
者
の
客
観
的
な
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
本
書
は
こ
う
し
た
「
部
分
の
真
実
」
を
可
能

な
限
り
多
角
的
に
積
み
上
げ
て
、
一
連
の
丹
下
作
品
の
実
像
に
迫
る
と
と
も
に
、
そ
の
先
に
浮
か
び
上
が
る

戦
後
日
本
建
築
の
全
体
像
を
遠
望
し
て
み
た
い
。
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　〈
註
〉

（
ⅰ
）

 

大
谷
幸
夫
『
建
築
家
の
原
点
：
建
築
は
誰
の
た
め
に
』
企
業
組
合
建
築
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
二
〇
〇
九
年
、
二
二
頁

（
ⅱ
）

 

「
１

　大
谷
幸
夫
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
豊
川
斎
赫
編
『
丹
下
健
三
と
K
E
N
Z
O 

T
A
N
G
E
』
オ
ー
ム
社
、
二
〇
一
三
年
、
二
二
頁
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る
と
考
え
て
い
た
。

近
代
的
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
側
面

人
口
過
密
を
解
消
す
る
建
築
的
方
法
と
し
て
丹
下
が
選
択
し
た
の
が
コ
ア
・
シ
ス
テ
ム
と
ピ
ロ
テ
ィ
で

あ
っ
た
。
コ
ア
・
シ
ス
テ
ム
と
は
今
日
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
も
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ
る
方
式
で
、
建
物
の
中

心
部
に
エ
レ
ベ
ー
タ
、
階
段
、
水
回
り
、
設
備
配
管
を
集
中
さ
せ
、
耐
震
壁
で
囲
み
、
そ
の
周
囲
に
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
丹
下
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
多
く
の
労
働
者
が
有
楽
町
を

目
が
け
て
毎
朝
移
動
し
、
そ
の
中
心
施
設
で
あ
る
都
庁
舎
で
最
大
の
過
密
と
な
る
が
、
訪
れ
る
者
を
公
開

空
地
と
し
て
の
ピ
ロ
テ
ィ
で
受
け
止
め
、
エ
レ
ベ
ー
タ
と
階
段
に
よ
っ
て
各
階
に
振
り
分
け
る
こ
と
で
、
ピ

ロ
テ
ィ
は
い
つ
も
過
密
と
無
縁
と
な
り
、
市
民
が
語
り
合
う
た
め
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

こ
う
し
た
都
市
の
コ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
を
実
現
す
べ

く
、
丹
下
は
平
面
計
画
・
構
造
計
画
・
設
備
計
画
の

検
証
を
行
っ
て
い
る
が
、
ま
ず
平
面
計
画
に
つ
い
て
、
都
庁
舎
へ
ア

ク
セ
ス
す
る
歩
行
者
動
線
を
中
二
階
と
地
下
コ
ン
コ
ー
ス
に
接
続
し
、

地
表
面
の
自
動
車
レ
ベ
ル
と
分
離
し
て
い
る
﹇
2
ー
1
﹈。
ま
た
各
階
の
平

59 高層ラーメン構造（一）̶旧東京都庁舎

面
計
画
に
つ
い
て
、
片
廊
下
、
中
廊
下
、

コ
ア
・
シ
ス
テ
ム
を
取
り
上
げ
、
五

つ
の
視
点
〈
①
空
気
調
整
を

し
な
い
場
合
の
北
面
の

処
理
、
②
平
面
計
画
の

間
仕
切
り
の
互
換
性
、

③
内
部
動
線
の
短
縮
と

廊
下
部
分
の
節
約
、
④

空
気
調
整
そ
の
他
設
備

の
経
済
、
⑤
構
造
の
安

定
性
と
主
構
造
か
ら
自

由
に
さ
れ
た
外
壁
〉
か

ら
評
価
し
、
コ
ア
・
シ

ス
テ
ム
を
最
適
と
判
断

し
て
い
る
。

次
い
で
構
造
計
画
に

［2-1］ 旧都庁舎南面外観
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［8-9］ メインケーブルの張渡し
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た
。
柱
建
て
方
垂
直
公
差
は
柱
頭
倒
れ
二
五
ミ
リ
に
設
定
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
直
射
日
光
を
受
け
た
主
柱

が
頂
上
で
五
〇
ミ
リ
ほ
ど
倒
れ
、
太
陽
の
動
き
に
つ
れ
て
頭
を
回
転
し
た
。
ま
た
、
日
中
お
よ
び
夜
間
の
温

度
差
で
各
ス
パ
ン
互
い
に
約
四
〇
ミ
リ
の
屋
根
の
伸
縮
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
連
鎖
的
に
悪
影
響
を
生
じ
た
。

こ
の
た
め
一
本
が
四
節
に
分
か
れ
た
柱
の
上
部
建
込
み
は
、
す
で
に
建
っ
て
い
る
下
部
柱
の
表
面
お
よ
び
裏

面
の
温
度
差
や
、
施
工
直
前
ま
で
地
面
に
転
が
っ
て
い
た
上
部
柱
の
日
光
直
射
面
も
考
慮
し
、
検
査
を
早
朝

に
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
夜
間
九
時
頃
よ
り
翌
日
三
〜
四
時
ま
で
の
気
温
が
比
較
的
安
定
し
、
二
〇
〜
二
五
度

を
示
す
こ
と
を
確
認
し
、
主
柱
へ
の
固
定
、
方
杖
取
付
け
作
業
は
夜
間
十
時
よ
り
明
け
方
ま
で
と
し
、
六
本

の
柱
の
う
ち
一
本
ず
つ
を
一
夜
で
柱
脚
解
放
ま
で
行
い
、
こ
れ
を
順
次
進
め
て
大
屋
根
の
構
造
体
が
完
成
し

た
（
ⅹ
）﹇
10
ー
11
﹈。

屋
根
材

̶

ス
ペ
ー
ス
フ
レ
ー
ム
を
覆
う
ル
ミ
ラ
ー

丹
下
は
お
祭
り
広
場
の
設
計
中
、
屋
根
形
状
に
つ
い
て
問
わ
れ
、「
雲
の
よ
う
な
屋
根
を
つ
け
た
い
」
と

答
え
て
い
た
が
、
い
ざ
形
に
す
る
と
な
か
な
か
雲
の
よ
う
な
も
の
に
な
ら
ず
、「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
没
個
性

的
な
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
ス
カ
ス
カ
の
も
の
で
、
フ
レ
ー
ム
も
あ
ま
り
見
え
な
い
と
い
う
よ

う
な
も
の
が
で
き
れ
ば
い
い
」
と
考
え
て
い
た
（
ⅺ
）。
こ
れ
を
受
け
て
実
現
し
た
の
が
一
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
四

方
の
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム
製
空
気
座
布
団
（
ル
ミ
ラ
ー
）
で
あ
っ
た
﹇
10
ー
12
﹈。
こ
の
材
料
は
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
襟

235 スペースフレーム̶日本万国博覧会お祭り広場

［10-10］ リフトアップと主柱の補剛


